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注）先行地下埋設物は管理図・現地調査を基に
　　推定しているため、施工の際は状況により
　　試験掘削等を実施し、埋設物の占用位置・
　　深さ・構造等を確認すること。

注）当該道路内に私有地（個人所有の公道・田
　　・畑）が確認される。施工の際は、土地所
　　有者の承諾等の協議を行うこと。

＊施工後の路面高の調整のため調整リングは原則入れる。

原則として５ｃｍの調整リングは使用しない。
原則として３０ｃｍの斜壁は使用しない。
調整モルタルは、原則２ｃｍ以上で施工する。

組合せの変更は、直壁・斜壁の変更とし、その他を変更する場合、協議し決定のこと。

マンホール構造図
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藤枝市型浮上防止蓋及び受枠
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斜　壁

直　壁

躯体ブロック

栗石基礎
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モルタル上塗り
(配合1:2 ) t= 2 cm インバートコンクリート
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マンホール底部工

図面番号設計年月日

図示縮尺

建設工事名

藤 枝 市 役 所　環境水道部　下 水 道 課

図面名
平面図

3葉中1号令和７年９月

令和７年度（社総）県道島田岡部線下水道築造第３工区工事

基層工（As再生粗粒度20）　t=5ｃｍ

表層工(As改質１型密粒度20)　　t=5ｃｍ

仮舗装工(As再生密粒度13) t=4cm

上層路盤工（粒調砕石(M30)）t=15ｃｍ

令和７年度施工延長　L=93.2ｍ

取付管VUφ150

横断図
縦断図
構造図

1号ﾏﾝﾎｰﾙ　　 N=4基

管路延長　   L=93.2m
施工延長 　  L=93.2m

ﾘﾌﾞ管径200   L=90.1m

取付管 　　　N=4箇所
舗装工 　　　A=177m2

人孔深２ｍ以上のマンホールは、蓋に転落防止梯子を設置すること。

＊転落防止梯子



図面番号設計年月日

図示縮尺

建設工事名

藤 枝 市 役 所　環境水道部　下 水 道 課

図面名 構造図

3葉中2号令和７年９月

令和７年度（社総）県道島田岡部線下水道築造第３工区工事

マンホール用可とう継手

１．装着型

２．貼り付け型

※　１．上記いずれも使用可能とする。

　　２．口径・管種・マンホール種別を確認し、使用が可能か確認のうえ搬入すること。

　　３．リブ管使用時の可とう継手はリブ管用又は挿口変換継手を使用しＶＵ用でも可とする。

S=nonscale

3 0 0 W L 3

L

B / 2

L 1

L 2
埋戻し（B)

埋戻し（A)

砂基礎（B)

砂基礎（A)

H
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H
0

H
2

表示テープ

土工寸法図

官民境界

＊　直管延長＝L2－曲管

B
H0

H 2
H 1

h
W

L 1
L 2

L

L 3

本管掘削幅
本管土被り
民地側掘削深
本管側掘削深
平均掘削深　（H1＋H2 )/ 2
控除
道路占用延長(水平距離）
掘削延長
管延長(斜距離）
仮復旧延長

凡　　例

現況舗装

埋戻し（Ａ）

埋戻し（Ｂ）

仮舗装
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埋戻し（Ｂ）

＊２　850 or 1000

＊１　タイプＢ（ｈ≧１．５ｍ）＊１　タイプＡ（ｈ＜１．５ｍ）

＊１　掘削方法は、掘削深を考慮し選定すること。

＊２　掘削幅算定表で確認すること。
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上段腹起

下段腹起

腹起間隔　５０ｃｍ以上確保するように調整

(
3
0
0
)

8 5 0 8 5 0 2 3 0 0 8 5 0 8 5 0

4 0 0 0

アルミ合金製矢板
アルミ腹起し材 切梁用サポート

掘
削

幅

＊２０ｃｍの根入れを入れること。土質状態により根入れが困難な場合は監督員と協議すること。（写真管理を要する）

＊アルミ腹起し材は上記の規格を標準とし同等品以上の製品を使用すること。

※参考図

アルミ矢板設置図
S=1/50（1/100）
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掘削幅

アルミ合金製矢板
有効幅　W=3 3 3㎜

アルミ腹起し材
80×11 5×40 0 0

切梁用サポート

矢板長　２ｍ

7
0
0

アルミ腹起し材
80×115×40 0 0

切梁用サポート

掘削幅

2
0
0

8
0
0

8
0
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2
5
0
0

矢板長　２．５ｍ

アルミ合金製矢板
有効幅　W=3 3 3㎜

950

砕石基礎Ａ

砕石基礎Ｂ

埋戻しＡ

リブ管φ200

掘
削

深
さ

埋戻しＢ

ﾀﾝﾊﾟｰ　60～80kg

一層当り仕上り厚　20cm

同所転圧　３回

1
0
0
2
2
8
1
0
0

2
0
0

4
2
8

埋設表示ｼｰﾄ

950

土
被

り

埋戻し部については、最大乾燥密度の９０％以上とすること。

現場密度試験を１回行うこと。（１回は３個の試料採取）

JISA1214、JISA1210A・B法

土工定規図
S=1:25（1：50）

実施頻度は５００ｍ3につき１回の割合で行う。

３個の試料採取は下層部、中層層部、上層部とする。

既設舗装　t=20cm

仮舗装(車道)t=4cm

950

砂基礎Ａ

砂基礎Ｂ

埋戻しＡ

ＶＵ管φ150

掘
削

深
さ

埋戻しＢ

ﾀﾝﾊﾟｰ　60～80kg

一層当り仕上り厚　20cm

同所転圧　３回
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0
1
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1
0
0

2
0
0
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6
5

埋設表示ｼｰﾄ

950

土
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り

歩道(取付管）

既設舗装　t=10cm

仮舗装　t=4cm

車道



図面番号設計年月日

図示縮尺

建設工事名

藤 枝 市 役 所　環境水道部　下 水 道 課

図面名 構造図

3葉中3号令和７年９月

令和７年度（社総）県道島田岡部線下水道築造第３工区工事

取付管工

焼なまし鉄線（＃10）

接着剤

本管

◎取付管新設時に、既設管より離隔1.0ｍ未満となるときは事前に監督員と協議すること。

（下水道施設計画設計指針と解説　P-286）

官
民
境
界

300以上入れること

8
0
0
以

上

敷地条件及び
側溝整備等を考慮し
深さを決定すること。

本管の土被りが浅く高さ調整を
必要としない場合は、自在曲管
を支管に直接差込む。

片受又はカラー

接着
自在曲管　ゴム輪受口

90°自在曲管　ゴム輪受口

本管

表示テープ

埋設シート

硬質塩化ビニル管（ＶＵ）φ150

直管延長が６ｍを超える場合はゴム輪接続とする。

直管を接続する場合は接着により接続する。

＊本管をリブ管で施工時は、リブ管用９０°自在支管　ゴム輪受口とする。
＊支管は鞍型の９０°自在支管を標準とする。
　可とう支管（ロック式）の使用も可とする。（監督員と協議すること）

1.0ｍ以上

詳　細　図 取付管布設図

10‰以上

90°自在支管　ゴム輪受口

60°以内

90°自在支管　ゴム輪受口

本管

＊側溝等の構造物下の埋戻しは、砂の水締め・突固めとする。

◎可とう支管（ロック式）を使用する時は焼なまし鉄線は不要とする。

基礎砕石（Ａ）は、タンパー転圧にて施工すること。
基礎砕石（Ｂ）は、水締め突き固めにて施工すること。

＊可とう継手は差し口変換継手等を使用しＶＵ用でも可

ゴム輪差口リブ片受直管

マンホール用可とう継手（リブ管用）
マンホール用可とう継手（リブ管用）

＊原則として２ｍ未満の切管は使用しないこと。

ゴム輪差口片受リブ直管

基礎砕石（Ｂ）1
0
0

ｔ

ＤＤ

ｔ

基礎砕石（Ａ）ａ

4000 4000 掘削幅4000

リブ管布設図

管配置図
S=1/50

舗装復旧標準図
Nonscale

▲

上層路盤工

基　層　工　再生粗粒度As(20)

　粒調砕石(M-30)

※1※2 ※1

※3 ▲タッグコート用高性能改質アスファルト乳剤　△ プライムコート(PK-3)
※2 Ｗ３：残幅が1.2ｍ以内の場合は、絶縁部まで復旧する。
※1 Ｗ２：最小幅を上層路盤、下層路盤の合計の厚さとする。

Ｗ３ Ｗ２ 掘削幅 Ｗ１ Ｗ２

県道(N5タイプ)

※1※4 ※1

表　層　工 再生細粒度AS(13)

上層路盤工 再生下層路盤材（RC-40）

Ｗ４ 300 掘削幅 Ｗ１ 300

3
0

1
0
0

県道（歩道）

※2 Ｗ４：残幅が0.50ｍ未満の場合は、絶縁部まで復旧する。

△
※3

5
0

5
0

1
5
0

表　層　工密粒度As(20)　改質Ⅰ型

下層路盤工再生砕石（RC-40)

2
5
0

1
0
0

※1 Ｗ２：最小幅を30㎝とする。


